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ドロップ・サイト・デイリー、７月２０日：米国とイランの報復攻撃が 9 日目に突入；ア
ンサールッラーがサウジアラビアへの封鎖を発表；下院、米軍とイスラエル軍の統合案を
採決へ 

脇浜義明訳 ＊脚注は訳注 

 

イランと停戦 

 ＊米軍は週末から月曜日にかけてイラン攻撃：米国は週末にイランを複数回攻撃、そのうち１回は原子力発電所を標的

にした。   

・１８日の土曜日、８夜連続攻撃を行った米中央軍（ＣＥＮＴＣＯＭ）は、「イラン軍の沿岸監視・防空施設、海

軍、ミサイル・ドローン貯蔵施設への攻撃を成功裡に行なった」と発表した。また、イラン革命防衛隊への攻撃にも

成功したと主張したが、死傷者数は明らかにされなかった。   

・イランの原子力機関（IAEA)によると、１９日米軍はイランのダルホビン原子力発電所を攻撃した。IAEA は被害

調査を開始すると発表し、同発電所は「建設の初期段階」で、IAEA が最後の視察した時点には「核物質は存在しな

かった」と述べた。イラン原子力庁は、平和利用目的の原子力施設への攻撃は国際法違反であると宣言した国際原子

力機関に、今回の攻撃を非難するように求めたが、国際原子力機関の動きはない。   

・イランのホルモズガン州当局の報告では、１８日夜明けまでの米軍の攻撃で、通信塔１１６基が機能停止し、州内

の固定電話、インターネット、携帯電話サービスが麻痺した。   

・１９日、米軍はイラン国内各地を攻撃した。南西部フーゼスターン州のアバダン市、同州のシャデガン市、シュム

島、ホルモズガン州南部のシリク市とハジアバード市などである。   

・２０日朝にもイラン全土で攻撃が報告された。北部のタブリーズ市から西部のホッラマーバード市、南東部のケル

マーン市まで、広範囲に及んだ。さらに、これまで何度も攻撃されたブーシェフル市とシャスク市からも攻撃された

報告がある。   

・米中央軍は１９日、イランに対する海上封鎖で商船６隻を方向転換させ、１隻を航行不能にさせたと発表した。 

・イラン保健省は１９日、７月６日の米軍攻撃開始以降、少なくとも５０人が死亡、５１７人が負傷したと発表し

た。そのうち１２人は１７日から１８日に死亡した者。 

 ＊イランの報復：イラン軍は週末、米国のパートナーの湾岸諸国へ報復攻撃を開始し、いくつかの重要拠点を標的にし

た。   

・イラン革命防衛隊は１８日早朝、クウエート、バーレーン、ヨルダンにある米軍インフラ、地上部隊支援センタ

ー、レーダー施設、燃料補給桟橋、米軍戦闘機など航空機を支援する施設、通信施設などへの攻撃に成功したと発表

した。サウジアラビアの紅海の主要港の一つで、ホルムズ海峡の交通混乱の中で重要性を増しているヤンブでも警報

が鳴り響いた。   

・クウエート石油公社は１８日、イランによって「重要な」石油関連施設が攻撃されたと発表し、人員には施設から

の避難措置が取られたが、施設には「甚大な物的損傷」が発生したと付言した。イラン軍は１８日夜、クウエートに

ある米軍基地２か所へ攻撃したことを発表しており、その中にはキャンプ・アリフジャンの弾薬庫とアリ・アッサレ

ム空軍基地への攻撃も含まれる。   

・１９日には、クウエートの発電所と海水淡水化プラントがイランの攻撃を受けた。これら施設への攻撃は、クウエ

ート当局は名前を公表しなかったが、これで３度目の連続攻撃であった。クウエートの電力・水・再生可能エネルギ

ー省によると、「多数の」発電ユニットが停止した。同省は攻撃を「凶悪なイランの侵略」と非難した。   

・衛星TV 放送アル・マヤディーンによると、イラクのクルディスタン地域のアルビル市で爆発が報告され、上空で

ドローンが飛んでいるのが目撃された。アル・マヤディーンは、これに対して米国の防空システムが作動したと報じ

た。   

・ヨルダンは、１９日にイランのミサイル３発を撃墜し、１発は空き地に着弾し、被害はなかったと発表した。しか

し、キング・フセイン空港付近で黒煙が上がり、被害の報道があった。   
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・イランは１９日、ホルムズ海峡のイランの統制権を覆そうとした船舶２隻を攻撃したと発表した。また、米国が指

定した南ルートを使って、イラン海軍の警告を無視して海峡通過する事例が４件発生し、そのうち２件では武力行使

に至ったと発表した。   

・イラン国営メディアは１９日、週末にバーレーン、ヨルダン、イラク、クウエート、カタールの米軍基地を攻撃し

たときの高解像度衛星画像を公開した。 

 ＊米国、米兵人の死亡を確認：米中央軍は１８日、７月１７日の攻撃中に、ヨルダンで米兵２人が死亡したことを確認

し、１人が行方不明で、４人を負傷のために病院へ搬送したと発表した。   

・ニューヨークタイムズ紙は、ヨルダンの米軍施設が５日間で４回の連続攻撃を受け、数十人の兵士が負傷し、米軍

のヘリコプター数機が破壊されたが、米中央軍は死傷者と被害状況を過小に報告していると報じた。   

・米国はまた、１９日にイラク北部で米兵１人が死亡したことを確認した。米中央軍によると、この兵士はイランの

ドローンの不発弾を爆破処理しているときに死亡し、他にも兵士１人が負傷した。 

・AP 通信によると、２月に対イラン戦争開始後、米軍兵士の死者は計１７人になる。 

 ＊イラン、覚書（MOU）の履行を停止：イランのカゼム・ガリババディ外務次官は１８日、記者会見で、米国が最初に

覚書違反したので、イスラマバード覚書に基づく義務の履行を停止すると述べた。   

・ファルス通信が報じた彼の発言は、米国は合意で義務付けられた「約束をすべて破り、履行しなかった」と非難

し、従ってイランは合意から離脱し、「国の防衛に専念する」というものであった。   

・最高指導者モジタバ・ハメネイ師は声明を発表、米国の度重なる覚書違反を非難した。これは「米国大統領の署名

がいかに無価値で信頼できないものであるか」を表わし、「弱いものいじめ、支配、残虐行為が米国のやり方とドク

トリンの不可分の要素である」ことを証明していると述べた。 

 ＊イランと米国、攻撃の応酬の中、外交の道の可能性を示唆：イラン外務省のエスマイル・バガイ報道官は２０日、米

国の攻撃に対する軍事的対応に並行して外交努力も続けていると述べた。バガイは定例記者会見で、仲介者を通じて提案が

イランに伝えられたことを認めたが、提案の詳細は明らかにしなかった。   

・バガイは、イランの外交機関は軍と連携して活動しており、「米国の犯罪行為を阻止するためにあらゆる努力を行

う」と言った。   

・アル・ジャジーラが引用したパキスタンの情報筋によると、イランのエスカンダル・モメニ内務相は１９日夜にイ

スラマバードを訪れ、マスード・ペゼシュキアン大統領のメッセージをパキスタン指導部に伝える予定である。   

・マルコ・ルビオ米国務長官は１９日、米国は外交交渉には引き続き前向きだが、イランが船舶攻撃やホルムズ海峡

の航行制限で覚書の条項に違反している限り、覚書は「有効」ではないと言った。ルビオ長官は、イランは直接的ま

たは間接的にルートを通じて交渉を望むシグナルをおくってきたが、米国はイランの行動が変わらない限り軍事的対

応を継続すると述べた。 

 ＊イランのエネルギー省、ジャスク浄水施設の修復を発表：エネルギー省は１９日、ボンジ海水淡水化プラントの修復が

完了し、地域への給水が再開されたと発表した。この施設は米国のミサイル攻撃で損傷したが、４８時間も経たないうちに

復旧した。   

・このプラントはジャスク郡西部の２０の村に住む約１万人に飲料水を供給している。 

 ＊アラグチ外相、米・イスラエルの攻撃前からそれを予期し、報復を準備していたと発言：イランのアッバス・アラグチ

外相は、先の４０日間戦争について説明し、政府はそれを予期し、緊急時対応計画を準備していたと述べた。また、米・イ

スラエル攻撃を想定し、その前に外交手段を尽くすために、土壇場で核協議に入ったと言った。   

・アラグチ外相は、最高国家安全保障会議が複数のシナリオを想定して計画を策定していて、その中にはイランの指

導者が殺害された場合の「コード１１０」と呼ばれるシナリオも含まれていたと述べた。この計画では、ホルムズ海

峡の封鎖と、広範な地域的対応を行うことも盛り込まれていた。  

・アラグチ外相は、米・イスラエル攻撃でたくさんの建物が爆撃されたとき、自分は指導複合建物の中にいて、３回

爆撃された後、瓦礫の中から脱出したと語った。この連続攻撃は軍と政治指導者を標的にしたもので、我々の重大な
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「安全保障上の脆弱性」を露呈した。アラグチ発言は、７月２０日の Drop Site @DropSiteNews が X にポストした

映像で聞かれる。 

 ＊イラク、代替石油輸送ルートを模索：イラクのバセム・モハンメド・ハディール石油相は１８日、ホルムズ海峡の混乱

で輸出産業に影響を受けているために、石油輸出の新たなルートを２つ開発する計画を立てると言った。   

・国営メディアによると、１つのルートはトルコのジェイハン港を経由するルートで、もう１つはシリアのバニヤス

港を経由するルートである。   

・CNBC によると、OPEC 第２位の産油国であるイラクは、キルクークからシリアを経由して地中海に至る原油パ

イプラインを米国の支援で再建しようとしており、米国企業がパイプライン建設を援助することになっている。   

・この発表は、イラクや UAE など中東諸国がホルム海峡の障害を回避するために、それぞれ陸上パイプラインの建

設を検討しているという、CNBC が１８日に報じた大きな傾向に続くものである。少なくとも７つのパイプライン

が建設中または計画されているとCNBC が伝えている。   

・クルド系のメディア「ルダウ」によると、米国のエネルギー企業の HKN エナジーは１９日、敵対行為の激化のた

め、イラク・クルディスタン地域における事業を全部停止すると発表した。HKN エナジーは最近、イラク中部のサ

ラーフッディーン県にあるハムリン油田の開発をイラク政府と契約の署名し、日量１４万バレルの石油と４０００万

立方フィートの天然ガスの生産を目指していた。 

 

レバノン 

 ＊停戦にもかかわらず、イスラエル軍は南レバノンで家屋を焼却したり解体している：レバノンの国営通信社によると、

イスラエル軍は２０日、南レバノンの町クファルテブニットで住宅に放火して焼却した。   

・また、通信社は、イスラエル軍がマルジャユーン地域の町タイベで住宅や建物の取り壊しを行なったと報じた。 

 ＊ルビオ国務長官、ワシントン D.C.でレバノンの大統領と会談：米国務省によると、マルコ・ルビオ米国務長官は１９

日、国務省でレバノンのジョセフ・アウン大統領と会談した。ルビオはレバノンの「和平に向けた動き」を称賛し、「三者

間枠組み」の円滑の実施に米国が支援すると約束した。   

・アウン大統領府は、大統領が停戦の確実な実施と「イスラエルが占領しているレバノンの地域から撤退する」こと

協議を強く求める意向であると発表した。   

・６月２６日に署名された「三者間枠組み」合意は、イスラエル軍のレバノン撤退の条件としてヒズボラの武装解除

を結びつけているが、ヒズボラはこれを拒否しているし、イスラエル軍撤退の期限も設けられていない。批判者は、

イスラエルは無期限のレバノン駐留を公言しており、そういうイスラエルからは何の譲歩や保証も引き出せず、レバ

ノン政府にすべての義務を押し付けていると、この枠組みを批判している。特に、ほぼ毎日停戦違反を続けている南

レバノンでは、レバノン政府は自国の主権を行使することができない状態である。   

・レバノン国家元首によるワシントン訪問は２００９年以来である。アウン大統領は２１日にトランプ大統領と会談

する予定である。 

 

パレスチナ 

 ＊死傷者数：ガザのパレスチナ保健省によれば、過去２４時間でイスラエル軍のガザ回廊各地への攻撃でパレスチナ人

３人が死亡、２２人が負傷した。   

・２０２３年１０月７日からの累計死者数は７万３２８３人、負傷者数は１７万３８６４人となった。いわゆる「停

戦」初日である２０２５年１０月１１日以降、イスラエルの停戦破りの攻撃で、少なくとも１，１５８人のパレスチ

ナ人が死亡し、３，７５６人が負傷した。瓦礫の下から回収された遺体は８０２体である。 

 ＊週末のイスラエル軍のガザ回廊攻撃：  

・１７日、イスラエル軍はヌセイラト難民キャンプで葬儀に参列していた８人を殺害した。国境なき医師団（MSF)

は、ヌセイラト難民キャンプの葬儀の場へのイスラエルの攻撃で負傷した１２人（そのうち子どもは７人）を治療し

https://x.com/dropsitenews/status/2079065267355705751
https://x.com/dropsitenews/status/2079065267355705751
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たと報告した。負傷者のうち３人は重体で、その中には１４歳の子どもも含まれていた。MSF は声明を出し、「これ

は停戦なんかではない」と述べた。   

・１７日夜から１８日にかけた夜間攻撃で、イスラエル軍は子ども３人を含む１０人を殺害した。ガザ市のアンナス

ル地区への攻撃で５人家族全員が死亡し。アッゼイトゥーン地区への攻撃では３人が死亡した。   

・１９日には、イスラエル軍はハーン・ユーニス市を空爆し、少なくとも１人が死亡、１０人が負傷した。地元ジャ

ーナリストのオサマ・アブ・ラビーによると、死傷者は避難民で、同市のアル・マワシ地区のテント村で暮らしてい

た。その後、イスラエル軍はアル・マワシ地区で６歳の子どもに発砲して殺害した。   

・ガザ市のアッゼイトゥーン地区でイスラエル軍の砲撃で、母と娘が死亡した。 

 ＊ガザ市でパレスチナ人作曲家の死体が発見される：１８日、ガザ市内の自宅で２８歳の作曲家カセム・アル・カワジ

ャの遺体が発見された。親族は、彼がイスラエルからカネをもらって協力する者から計画的に殺害されたと主張している。   

・警察は、名前を公表せずに、鋭利な刃物で殺害された男性の遺体を発見したと発表し、殺人事件として捜査を行う

と言った。   

・アル・カワジャは、台所にある鍋や薪などを使って楽曲をアレンジし、人気を集めていた。彼は生前、「音楽は、

どんな困難な状況下でも、日常生活の音である」と書いたことがある。 

 ＊占領地西岸地区でのイスラエル軍の攻撃：  

・イスラエル軍は１９日夕、ラマッラー近郊のデイル・ジャリールでパレスチナ人２人を殺害した。そのうちの１人

はワールドカップ決勝戦をTV で観ていた２６歳の男性である。他に３人が負傷した。  

・約１週間前にイスラエル軍に足を撃たれ、その負傷により足の切断手術を受けていた１７歳のファディ・アンナア

サンが１８日、ラマッラーで死亡した。彼は優秀なサッカー選手で、地元のアル・ムガイヤル・クラブとパレスチナ

のサッカー・ユース・チームで活躍していた。 

 ＊ハマス、ハリル・アル・ハヤを新指導者に指名：ハマスは２０日、ハリル・アル・ハヤを政治局のトップ指導者に選

出したと発表した。アル・ハヤは、２０２４年１０月にイスラエル軍に殺害されたヤヒヤ・シンワルの後任となる。アル・

ハヤは内部投票で選出され、元政治局長のハーレド・マシャアルを決戦投票で破った。   

・アル・ハヤは１９８７年のハマス結成時からの創設メンバーで、ハマスに５人から成る指導部評議会の一員で、イ

スラエルとの交渉団を主導した。彼は１９６０年にガザ回廊で生まれ、これまでにイスラエルの攻撃で３人の息子を

亡くしている。２０２５年９月でドーハで彼や他のハマス指導者を標的にしたイスラエルの攻撃で死亡した息子や、

５月のガザ市への空爆で死亡した息子たちである。 

 ＊ガザ回廊で水痘が流行、２歳児が死亡：アル・アラビーTV の特派員によると、ガザの医療スタッフはこの２週間で

９，３００件以上の水痘症例を記録し、１９日には２歳の子どもが水痘による合併症で死亡した。   

・医療関係者は、水痘流行の原因として、「大規模な避難生活、過酷な過密状態、清潔な水へのアクセスの制限、下水流

出、廃棄物の蓄積」などの要因による複合的影響や、ガザ回廊における衛生システムの完全崩壊を挙げている。   

・パレスチナ医療救援協会の理事長のバッサム・ザクート医師は１９日、イスラエルが医療施設を破壊し続け、医薬

品や医療機器、物資の搬入を制限するために、ガザ回廊の医療体制が「完全崩壊」の危機に直面していると警告し

た。彼は一例として、腎透析治療に不可欠な炭酸水素ナトリウムの搬入をイスラエルが拒否していることを挙げ、ガ

ザ回廊における貧血の割合が戦前の２０％から５０～６０％にまで増えていることを指摘した。 

 ＊イスラエルは１６人のパレスチナ人医師を拘束中：パレスチナ人囚人擁護センターは１８日、イスラエルが少なくと

も１６人のパレスチナ人医師を拘束しており、医師らが拷問、飢餓状態、隔離、医療ネグレクトを受けていると報告した。   

・同センターは、この拘束は、ガザ・ジェノサイドの最中に医療現場を離れずに犠牲者の治療という形で抵抗した医

療者に対する報復措置であると指摘した。センターは、虐待や医療ネグレクト、事実を外部に伝えたことへの報復の

脅しに直面しているカマル・アドワン病院のフッサム・アブ・サフィア医師や、拘束期間中に投薬や家族との連絡を

拒否されているマルワン・アル・ハムス医師の事例を挙げた。   

・また、一部の医師の所在をイスラエルが意図的に公表していないことも指摘した。 
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 ＊パレスチナ・ジャーナリスト組合の発表では、２０２６年上半期に８人のジャーナリストが殺害され、４６７件の人

権侵害があった：パレスチナ・ジャーナリスト組合は１０日、WAFA（パレスチナ通信）で、２０２６年上半期にイスラエ

ル軍と入植者がパレスチナ人ジャーナリストやメディア関係者に対し４６７件の権利侵害を行ったと発表した。権利侵害行

為には、取材妨害、逮捕、直接的な身体への攻撃、実弾発射、催涙ガス、不当な司法的措置などがある。  

・発表の中には、今年最初の６カ月間に８人のジャーナリストが殺害されとこと、それによって２０２３年１０月７

日以降のジャーナリストの死者数宇が２６４人となったことも記録されている。   

・さらに、２０２６年上半期にイスラエル軍のジャーナリスト逮捕は２７回、取材者に対する実弾発射は２９件、催

涙ガスやスタン手榴弾の使用は７８件あったことも発表している。 

 

米国ニュース 

 ＊国防権限法（NDAA)をめぐる下院での攻防：NDAA のイスラエル軍との統合に関する条項を削除するトーマス・マッ

シー議員とローカンナ議員が提出した修正案を、下院は今週にも採決をする見通しである。下院軍事委員会の民主党トップ

であるアダム・スミス議員は、最初前向きな姿勢であったが、現在は反対の姿勢に変化した。イスラエル軍と米軍の統合案

は、最初イスラエルのネタニヤフ首相が提案したもので、イスラエルへの米国資金提供に反対する圧力への対抗策であっ

た。両軍を統合すると、具体的な支援内容が一般国民からは見えなくなり、議員にNDAA に反対票を投じるように圧力を

かけるのが困難になる。 

 ＊上院で暗号資産関連法案が進行：暗号資産業界が支持する「クラリティ法案」が、８月に議会が休会に入る前に上院

本会議の採決にかけるように推進されている。しかし、現時点でじゃフィリバスター（議事妨害）を突破するために必要な

民主党の支持は得られていない。この動きは、ドロップ・サイトがある大手の暗号資産企業が誤って北朝鮮のハッカーを雇

用したと報じたので、急いで進められている。 

 ＊トロイ・ジャクソン、メイン州上院議員候補指名ほぼ確実：トロイ・ジャクソンは週末に行われた郡選挙で代議員の９

０％以上を獲得し、メイン州の民主党上院議員候補指名を確実にした。ドロップ・サイト寄稿者ネイサン・バーナードによ

れば、７月２５日にバンゴーで開催される民主党党大会で、正式に指名されるだろうという。   

・元州上院議員で、前の候補者グラハム・プラトナーの組織ネットワークを活用したジャクソンは、自分の有力ライ

バルのシェンナ・ベローズとニラヴ・シャーが１９日に選挙を降り、ジャクソン支持に回ったので、１１月の本選挙

でスーザン・コリンズ上院議員と対決することになる。 

 ＊マムダニ市長、ネタニヤフ首相の国連訪問でニューヨークへ来たとき、逮捕できるかどうかを検討：今週末、ニューヨ

ークタイムズ紙のインタビューで、ニューヨーク市のゾーラン・マムダニ市長は、ネタニヤフが９月の国連総会に出席する

ためにニューヨーク市へ来たとき、逮捕できるかどうか検討中だと述べた。彼は、逮捕の法的権限について市法務局と「熱

心に協議している」という。  

・市長は、ネタニヤフに対する国際刑事裁判所の逮捕状に言及して、彼を「戦争犯罪者」と呼んだ。市長は、ガザに

対する米国の政策を非難し、「ガザとパレスチナに対する米国の行動ほど破綻した政策は他にない」と述べた。  

・市長は移民政策にもコメントし、移民が「重大犯罪」で有罪判決を受けた場合はトランプ政権に「協力する用意が

ある」が、「我々が知ることもない犯罪で多数の移民を国外追放すると公言している連邦政府」の移民取り締まり活

動への参加は拒否すると言った。   

・ニューヨーク州選出の同僚アレクサンドリア・オカシオ・コルテスが大統領選出馬の可能性について質問される

と、マムダニ市長は、彼女は「どんな役でも立派に務めるだろう」と答えた。 

 ＊民営刑務所や拘束施設を運営するＧＥＯグループの従業員、オーロラＩＣＥ施設前で抗議者を銃撃：コロラド州オーロ

ラＩＣＥ移民手続きセンター前で１６日夜、抗議者に銃撃して負傷させた GEO グループの従業員ブランドン・ブース（４

２歳）が１８日、暴行と第二級殺人未遂罪容疑で逮捕・起訴された。   

・オーロラ警察によると、ブース容疑者は、ICE 施設前で抗議していた女性２人と「口論」し、発砲したという。その日非

番だったブースは私物の拳銃を取り出し、彼女らﾆ発砲したと報じられている。 
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 ＊報道によると、FBI はICE 捜査官への暴行事件の捜査から撤退か：FBI はここ数日、国土安全保障省職員（ICE 捜査

官）に対する捜査を中止するように FBI 捜査官に通知している。この中止変更によって、この種の事件はＩＣＥ自身の国

土安全保障捜査局に移管されると、１８日のニューヨークタイムズ紙が報じた。   

・この変更により、ＩＣＥは事実上自らこの種の捜査責任を負うことになることに加えて、ＩＣＥ自らの捜査は、Ｉ

ＣＥ捜査員に対する公民権侵害訴訟や訴追につながる情報源となると、ニューヨークタイムズ紙が指摘している。こ

れはトランプ政権が現在進めている暴力的移民取り締まりと相俟って、深刻な懸念となっている。   

・司法省と国土安全保障省は共同声明で、捜査政策変更を否定した。  

 ＊シカゴ連邦検事局、移民訴追の失敗で窮地に：１９日のニューヨークタイムズ紙によれば、シカゴ連邦検事局のベテ

ラン検事が大量の退職し、昨年秋の「ミッドウェイ・ブリッツ作戦」1で移民や抗議活動参加者に対して起こした６２件の

暴行罪訴訟のうち５９件で敗訴した。有罪答弁はたった１件だけで、有罪判決はゼロであった。  

・連邦検事局の元検事１００人以上が、現連邦検事アンドリュー・ブトロスを批判する書簡に署名した。また、裁判

官は今年、「ブロードビュー・シックス」事件2の取り扱いに関してブトロス検事を叱責した。「あなたは正義を実現

することを唯一の目的とすべきだ」と、裁判官はブトロス検事に言った。さらに、彼女は「あなたの信頼は損なわれ

た」と付言した。 

 ＊トランプ大統領、防衛企業 BAE システムズの造船所におけるセクハラや差別やハラスメント疑惑に対する連邦機関の

調査を停止させる大統領令：１９日のニューヨークタイムズ紙によると、バージニア州ノーフォークにあるBAE システム

ズの造船所で女性に対するセクハラや賃金差別に関する２年間にわたる連邦政府の調査が、突然打ち切りとなった。これ

は、２０２５年１月にトランプが出した大統領令により、労働省の連邦契約遵守プログラム局の業務の大部分が停止された

ためである。   

・当該操船所では、管理職が、女性従業員の残業や昇進の見返りに性的行為を要求していたという訴えに基づいて、

調停案を提示しようとしていた調査員たちは、被害者労働者は補償を受け取れなくなったと言っている。   

・全米の労働力の約２０％を管轄する連邦契約遵守プログラム局は、職員数が約４８０人から約７５人へと減らされ

ている。トランプ大統領の予算案では、同局の完全廃止が盛り込まれている。 

 ＊サマー・リー下院議員と DSA（アメリカ民主社会主義者）全国組織が、デトロイトでドノヴァン・マッキニーを支

持：今回の予備選挙の波で支持した候補者を勝たせたという優れた実績を持つ民主党下院議員のサマー・リーが、ミシガン

州で、AIPAC の支援を受けるシュリ・サネダー下院議員に挑戦しているドノヴァン・マッキニー州下院議員への支持を表

明した。マッキニーはすでにアメリカ民主社会主義者地元支部の支持を得ていたが、今回、全国組織からも支持を得た。一

方、サネダーは民主党下院トップ３人からの支持を発表した。予備選挙は８月４日である。マッキニーは先週、テレビ番組

「ブレイキング・ポインツ」に出演した。 

 ＊エリザベス・ウォーレン、ミシガン州上院選でアブドゥル・エル・サイードを支持：マサチューセッツ州選出のウォー

レン上院議員は、以前マロリー・マクモローを支持していたが、彼女は立候補から撤退した。予備選挙は８月４日である。 

 ＊明日のアリゾナ州下院予備選挙、現職を負かすチャンスとなるか：アリゾナ州第４選挙区では、左派活動家のカイ・ニ

ューカークが、企業寄りの「親民主党連合」を主導するグレッグ・スタントン下院議員に挑戦している。世論調査では、期

日前投票ではスタントンが優勢だが、ニューカークも支持を伸ばしており、特に若年層有権者の間で支持が高い。 

 

その他の国際ニュース 

 ＊アンディ・バーナム、英国首相に就任：バーナムが２０日、英国首相に任命された。選挙敗北やスキャンダルのために

先月退任したキア・スターマーの後任として、対立候補なしで首相となった。    

 

1 ２０２５年９月からシカゴ都市圏を中心にICE が行った大規模な移民取り締まり作戦。市民権や永住権を持つ住民を含め、数百人規模の逮捕

が行われた｡ 

2 シカゴ近郊のブロードビュー村の物流会社の関係者６人に対して起こした刑事事件だが、検察の証拠開示や捜査方法をめぐって重大な問題が

指摘された｡ 
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・彼は、生活費高騰の危機の緩和、国民保険サービスを救うと公約し、就任演説では、自分の政権は「権力を政府当

局から一般国民に移譲する」と言った。   

・彼は、２０１７年から２０２６年までグレーター・マンチェスター市長を務め、今年６月に国会議員となった。こ

の１０年間で移り変わった７人目の首相である。 

 ＊アンサール・アッラー、サウジアラビアに対する海上封鎖を発表：イエメンのアンサール・アッラーは、サウジアラ

ビアによる海上封鎖に対抗して、「封鎖には封鎖を」として、サウジに対する即時の海上封鎖を発表した。   

・イエメンの武装勢力アンサール・アッラーは声明の中で、サウジアラビアはほぼ１２年間イエメンを陸・海・空で

封鎖をしてきたと述べ、イエメンの諸資源を略奪したと非難し、最近はサナア国際空港を攻撃するなどエスカレート

していると言った。アンサール・アッラーは、これ以上サウジが攻撃をエスカレートさせると、「総合的で決定的

な」報復を行うと警告した。   

・この声明は、イエメン国内のサウジへ抗議する大衆集会が各地で行われ、先週アンサール・アッラーがドロップ・

サイトにサウジのバーブ・エル・マンデブ海峡の利用を阻止する意向を伝えた流れの中で、発表された。 

 ＊米国、サウジアラビアによるウラン濃縮を容認：トランプ政権は、サウジアラビアのウラン濃色を容認する暫定合意

に達したと、CNN が１９日に報じた。但し、トランプ大統領はまだこの合意に署名していない。   

・２０２５年１０月に交渉されたこの合意では、サウジアラビアは IAEA（国際原子力機関）の厳しされた安全保障

プロトコルの採用を義務付けていない。 

 ＊スーダン情勢：  

・スーダン軍は北ダルフール地域、とりわけチャド国境付近の即応支援部隊（RSF)の拠点に対して攻勢している。

『マダ・マスル』の報道によると、先週だけで少なくとも３００台の軍用車両が砂漠を超えて北ダルフールへ進入し

た。同メディアは、この攻勢は、近隣のウム・バルが RSF の軍事行動で、５０以上の町や村が被害を受け、４００

０人以上が避難民となった事態を受けてのものだと報じた。   

・RSF による北コルドファン州の都市エル・オベイドへの包囲攻撃で、同市の主要な水源が破壊され、給水量が７

０％以上減少したと、『マダ・マスル』が１８日に報じた。エル・オベイド市は RSF による包囲がもう１８か月以上

続いており、人口が急増して推定３４０万人に達し、その半数は他の地域から避難してきた人々である。   

・国連は、エル・オベイド包囲が、以前の「エル・ファシール事態の再来」になりかねないと懸念している。エル・

ファシールでは、RSF が家々を回って住民を処刑し、記録に残る残虐行為をおこなった。人道上の懸念から、エジ

プトはスーダン軍に停戦案を受け入れよと圧力をかけていると報じられている。スーダン軍の幹部は、現在行ってい

る軍事攻勢がそういう懸念を払底すると言っていると、『マダ・マスル』が報じている。 

 ＊オデッサ沖でロシア軍が貨物船を攻撃、１０人が死亡：貨物船がオデッサ港を出港した直後にロシアにミサイルの直

撃され、ウクライナ人水先案内人１人とシリア人とインド人乗組員９人が死亡した。   

・ロシアは貨物船が軍事物資を積んでいたと主張し、ウクライナは、ロシアが民間船舶と世界の食料輸出を標的にし

ていると非難している。  

・ウクライナ当局は、６月前半にロシアは２３の港湾施設と１７隻の民間船舶を攻撃したと主張している。   

・一方、ロシアでは、ウクライナのドローンがモスクワの物流倉庫や石油貯蔵施設を攻撃、モスクワが黒煙に覆われ

たと、AP 通信が報じている。首都モスクワの東約３０マイルのところにあるノギンスク石油貯蔵施設には２４基の

貯蔵タンクがあり、モスクワの重要な燃料供給源となっている。 

 ＊南シナ海での衝突の後、中国とフィリピンが非難の応酬：フィリピン政府は、南シナ海の領有権争いがある海域付近

で両国の海軍（及び法執行機関）が遭遇したとき、中国海警局の隊員がフィリピン人船員を殴打し、海軍のゴムボートを破

損させたと主張した。 

・中国側は、フィリピンの船舶が警告を無視して中国の哨戒艇に体当たりし、パドルや木の棒で中国の隊員を先に攻

撃したことが、衝突の引き金になったと主張した。 

・この衝突は、両国が領有権を主張する海域の浅瀬付近で起きた。フィリピンと中国は南シナ海のこの海域の領有権

をめぐって競い合い、近年緊張の種となっている。 



 

8 

 

 ＊エクアドルでは選挙からの排除が強まる中、政府は「アミーゴ」政党を禁止にした：エクアドルの選挙紛争裁判所

（TCE)は、政治運動団体「アミーゴ」に活動停止処分を言い渡し、１１月の地方選挙への参加資格をはく奪した。これに

よって、ラファエル・コレア元大統領の「市民革命」連合は、主要政党がすでに排除されていることもあって、政治的基盤

をすっかり失うことになる。今回の処置は野党勢力を抑え込む、適正な手続きを経ずに行った弾圧の最新事例である。野党

指導者らは、この裁判所決定を、制度的な競争を潰し、ダニエル・ノボア大統領の政治勢力に有利な条件を作り出す強引な

措置だと非難している。 

 ＊ガイアナ沖で旅客フェリーが沈没、多数の死亡者で出た模様：１１６人の乗客と乗り区民を乗せたフェリーがガイア

ナ沖で転覆し、多数が行方不明となっている。子ども１５人を含む６７人が当局によって救助された。   

・当局によると、救助された人の中には乗客名簿に載っていない人もいた。このため、フェリーの乗客名簿の正確性

に疑問が生じ、行方不明者の人数が把握できない状況になっている。   

・初期調査では。フェリーはエセキボ地域へ向かう航行中に大波を受けて転覆したとされている。 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 


